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令
和
５
年
４
月
７
日
に
当
会
の
役
員
が

一
堂
に
会
し
て
、「
広
島
県
動
員
学
徒
犠
牲

者
の
会
」
の
結
成
か
ら
始
ま
っ
た
当
会
の

沿
革
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

当
会
の
諸
先
輩
方
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
継
続
さ
れ
た
、
粘
り
強
い
陳
情
な
ど
の

ご
努
力
に
よ
り
、
原
爆
で
犠
牲
に
な
っ
た

動
員
学
徒
等
に
対
す
る
国
家
補
償
の
獲
得

な
ど
、
大
き
な
成
果
を
収
め
ら
れ
た
足
跡

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
敬
服
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
戦
没
し
た
学
徒
に
対
す
る

同
胞
愛
・
家
族
愛
の
深
さ
、
強
さ
を
感
じ
、

“
二
度
と
同
じ
過
ち
は
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
”
と
い
う
戦
争
の
な
い
平
和
を
熱

望
す
る
心
情
に
感
服
し
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
当
会
の
諸
先
輩
は
、
昭
和
50
年

の
会
員
総
決
起
大
会
に
お
い
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
の
活
動
方
針
を
決
議
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
活
動
方
針
を
遵
守
し
て

い
く
た
め
に
、
当
会
を
昭
和
53
年
に
「
財

団
法
人
化
」
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

従
っ
て
、
現
時
点
で
の
当
会
の
活
動
の

基
本
方
針
は
、
昭
和
50
年
の
決
起
大
会
の

決
議
を
順
守
し
て
、「
動
員
学
徒
等
の
、
慰

霊
塔
の
護
持
及
び
み
霊
の
慰
霊
に
万
全
を

期
す
こ
と
。」で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
役
員
一
同
が
協
力
し
て

当
会
の
基
本
的
な
活
動
方
針
に
則
り
、
先

輩
方
の
意
志
を
引
き
継
い
で
、
従
来
か
ら

の
活
動
を
粛
々
と
継
続
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

　

活
動
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
述
の
「
令
和
5
年
度
の
事
業
報
告
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
研
修
資
料
か
ら
、
当
会
の
今
後

を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
指
針
と
な
る
部

分
を
後
述
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
当
会
の
存
在
意
義
な
ど
を
再
認
識

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
当
会
の
沿
革
等
」研
修
会
を
終
え
て

理
事
長　

本
　
地
　
正
　
治

み
な
さ
ま
ご
承
知
の
よ
う
に
、
当
会
で

は
、
原
爆
に
よ
り
死
没
し
た
動
員
学
徒
等

の
慰
霊
を
目
的
に
、
役
員
が
毎
月
、
1
回

の
読
経
と
２
回
の
清
掃
を
継
続
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
役
員
は
み
な
高
齢
と
な
り
、

早
晩
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

動
員
学
徒
の
お
子
様
、
甥
姪
様
、
ま
た
、

こ
の
会
の
活
動
主
旨
に
ご
賛
同
の
皆
様
、
ど

う
か
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

先
ず
は
お
気
軽
に
見
学
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

（
お
問
合
わ
せ
は
、
事
務
局
へ
お
願
い
し
ま
す
。）

　
連
絡
先
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

　
　

０
８
２

−

２
５
２

−

０
３
１
６

火
曜
日
・
金
曜
日
の
10
時
～
15
時
に
在

席
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
留
守
電

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
会
の
活
動
へ
の
ご
参
加
の
お
願
い
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８
月
６
日
原
爆
死
没
者
追
悼
式
ご
案
内

　

今
年
も
８
月
６
日
に
会
と
し
て
第

六
十
八
回
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

八
時
十
五
分
か
ら

　
　
　
追
悼
式（
学
徒
慰
霊
碑
前
）

　
九
時
か
ら

　
　
　
ご
来
賓
に
よ
る
献
花

　

当
日
の
午
前
中
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
死
没
者
名
簿
の
閲
覧
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
会
員
・
関
係
者
の
皆
様
用
の

テ
ン
ト
と
椅
子
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

お
暑
い
時
で
大
変
と
は
存
じ
ま
す
が

お
体
に
お
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
お
参

り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

（
ご
注
意
）
本
年
は
，広
島
市
主
催
の
追
悼

式
典
へ
の
入
場
規
制
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
午
前
九
時
ま
で
は
原
爆
ド
ー
ム

エ
リ
ア
を
含
む
平
和
記
念
公
園
へ
の
入

園
は
、
入
り
口
は
六
ヶ
所
に
限
定
さ
れ
，

手
荷
物
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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広
島
県

　

健
康
福
祉
局
長　
　
　

北
原　

加
奈
子

　

社
会
援
護
課
長　
　
　

六
箱　

栄
子

　

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

主　

査　
　
　

原
田　

珠
希

　
　
　
　

主　

査　
　
　

舩
石　

幸
恵

　
　
　
　

主　

査　
　
　

坂
本　

友
一
郎

　
　
　
　

主　

査　
　
　

見
藤　

裕
幸

　
　
　
　

主　

査　
　
　

古
東　

美
緒

　
　
　
　

主　

任　
　
　

泉
岡　

幹
雄

　
　

電
話　

０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
０
３
６

広
島
市

　

健
康
福
祉
局
保
健
医
療
担
当
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎　

学　

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
医
務
監　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城　

昌
治

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

　

福
祉
医
療
担
当
課
長　

宍
戸　

千
穂

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

　
（
事
）管
理
係
長　
　
　

久
保　

ま
こ
と

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

有
輝

　
　

電
話　

０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
１
５
９

　

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課

　

事
務
指
導
員　
　
　
　

　
（
慰
霊
等
事
業
補
助
金
担
当
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
岡　

克
宣

　
　

電
話　

０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
１
９
１

令
和
六
年
度ご担

当
の
方
々

「
広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者

の
会
」の
こ
れ
ま
で

　

当
会
の
こ
れ
ま
で
の
沿
革
に
つ
い
て
、

当
会
の
結
成
か
ら
時
系
列
に
取
り
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

　

 （
令
和
5
年
４
月
７
日
実
施
の
研
修
会

資
料
か
ら
抜
粋
）

　

＊ （
参
考
） 「
広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲

者
の
会
の
沿
革
」
の
一
覧
表
も
参
照

願
い
ま
す
。

１   

動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
が
で
き
る

ま
で
の
国
の
取
組
な
ど
の
情
勢

　

昭
和
25
年
に
、
中
央
に
お
い
て
各
県
の

動
き
よ
り
先
に
、
全
国
戦
争
犠
牲
者
援
護

会
の
組
織
が
結
成
さ
れ
た
席
上
で
、
広
島

県
出
身
の
参
議
院
議
員
山
下
義
信
氏
が
、

「
援
護
対
象
の
戦
争
犠
牲
者
を
考
え
る
と

き
、
単
に
軍
人
・
遺
族
に
限
定
し
な
い
で
、

軍
に
協
力
し
た
一
般
民
間
人
、
と
り
わ
け

悲
惨
な
動
員
学
徒
を
無
視
し
て
は
な
ら
な

い
。」
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
列
席
者
一
同
感

動
し
同
意
さ
れ
た
。

　

昭
和
26
年
3
月
に
米
国
総
司
令
部
（
Ｇ

Ｈ
Ｑ
）
は
、
日
米
単
独
講
和
の
成
立
に
伴

い
、
昭
和
27
年
4
月
末
に
占
領
政
策
を
打

ち
切
る
こ
と
を
内
示
し
、
終
戦
以
来
禁
止

し
て
い
た
軍
人
遺
族
扶
助
料
の
支
給
を
緩

和
す
る
旨
、
日
本
政
府
に
対
し
て
、
通
達

し
て
き
た
。

　

こ
の
と
き
、
山
下
義
信
氏
は
、
参
議
院

厚
生
委
員
長
の
地
位
に
あ
り
、
遺
族
会
等

と
連
絡
を
緊
密
に
し
、「
軍
人
軍
属
等
、
今

次
大
戦
の
犠
牲
者
に
対
し
、
国
家
は
当
然

の
補
償
を
な
す
べ
し
」
旨
を
、
そ
の
時
の

政
府
援
護
案
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

当
時
は
、
引
揚
者
、
在
外
未
帰
還
者
、

未
復
員
者
留
守
家
族
援
護
等
、
早
急
に
対

応
す
べ
き
諸
問
題
が
あ
り
、
動
員
学
徒
を

問
題
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
情
勢
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
26
年
5
月
の
参
議
院
厚
生
委

員
会
に
お
け
る
、
各
党
代
表
委
員
を
も
っ

て
構
成
す
る
遺
家
族
援
護
に
関
す
る
特
別

委
員
会
の
小
委
員
長
に
、
山
下
義
信
氏
が

就
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
動
員
学
徒
関
係
者

に
と
っ
て
は
、
こ
の
上
な
い
好
機
と
な
っ

た
。

　

加
え
て
、
こ
の
委
員
会
関
係
者
が
厚
生

大
臣
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
風
と

な
っ
た
。

　

全
国
の
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
の
産
み

の
親
は
、
宮
原
周
治
（
熊
本
県
）
、
村
中
和

子
（
山
口
県
）
、
寺
前
妙
子
（
広
島
県
）
、
深

堀
勝
一
（
長
崎
県
）
の
各
氏
で
あ
る
。

　

こ
の
人
た
ち
は
、
昭
和
31
年
6
月
30
日

に
、
運
動
を
進
め
る
た
め
会
則
、
目
標
、

進
め
方
を
具
体
的
に
定
め
た
。

　

次
い
で
そ
れ
ぞ
れ
が
地
元
の
結
束
を
固

め
、
愛
知
、
岐
阜
、
大
阪
、
島
根
、
福

岡
、
佐
賀
の
各
県
に
呼
び
か
け
を
行
っ
た

の
が
、
会
の
組
成
へ
向
け
て
の
最
初
の
統

一
行
動
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
物
心
両
面
に
わ
た
り
大
変
な

苦
労
で
、
信
念
と
決
意
な
く
し
て
は
到
底

出
来
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
呼
び
か
け
の
企
画
に
共

鳴
し
相
提
携
し
て
動
き
出
し
た
各
県
の
遺

族
、
障
害
者
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力

の
結
晶
と
し
て
、
各
県
に
学
徒
の
会
等
が

誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

熊
本
県
と
山
口
県
が
昭
和
31
年
に
、
広

島
県
と
長
崎
県
が
昭
和
32
年
に
、
そ
れ
ぞ

れ
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
の
結
成
を
み

た
。
ま
た
、「
学
徒
援
護
会
」
の
呼
称
で
活

動
し
た
県
も
複
数
あ
る
。

　

そ
の
他
の
多
く
の
県
に
お
い
て
は
、
学

徒
関
係
の
遺
族
、
障
害
者
が
少
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、「
軍
人
遺
族
会
」
に
統
会
し
て

そ
の
中
で
活
動
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

　

 （
当
会
作
成
の
冊
子「
戦
後
三
十
年
の
歩

み
」
よ
り
抜
粋
）

研修資料
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令和5年4月7日研修会参加の役員の方々

２   

昭
和
32
年（
１
９
５
７
年
） 

「
広
島
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
」

の
結
成

　

全
国
各
府
県
の
同
志
と
手
を
携
え
一
致

団
結
し
て
、
動
員
学
徒
等
へ
の
国
家
補
償

の
充
実
化
な
ど
を
国
に
強
く
訴
え
続
け
て

い
く
活
動
母
体
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
議
員
の
先
生
方
の
ご
支
援
と
県
と
市

の
ご
指
導
の
も
と
、
現
在
の
当
会
の
相
談

役
の
寺
前
妙
子
氏
、
村
中
和
子
氏
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
、「
広
島
県
動
員
学
徒
犠
牲

者
の
会
」
が
昭
和
32
年
２
月
17
日
に
結
成

さ
れ
た
。

　

当
日
の
結
成
大
会
は
、
広
島
県
庁
正
庁

に
お
い
て
開
催
し
、
知
事
代
理
、
県
会
議

員
、
熊
本
・
山
口
両
学
徒
犠
牲
者
の
会
の

代
表
者
、
広
島
市
内
外
の
会
員
約
170
名
な

ど
多
く
の
参
列
の
も
と
、
今
後
の
活
動
に

向
け
て
の
宣
言
・
目
標
を
取
り
決
め
、
大

成
功
裡
の
う
ち
に
終
了
し
た
。　
　

　

「
昭
和
32
年
当
会
設
立
時
の
目
標
」

　
　

① 

学
徒
等
及
び
遺
族
に
対
す
る
国
家

補
償（
戦
死
し
た
兵
隊
・
遺
族
等
に

対
す
る
も
の
と
同
等
の
も
の
）

　
　

＊ 

当
時
、
動
員
学
徒
遺
族
関
係
総
数

は
７
万
人
、
重
度
障
害
者
は
600
人

と
想
定
さ
れ
て
い
た
。

　
　

② 

靖
国
神
社
へ
の
戦
死
し
た
兵
隊
等

と
の
合
祀

　
　

③ 

戦
没
動
員
学
徒
に
対
す
る
叙
勲 

　
　

④ 

関
係
者
の
福
祉(

完
全
就
労
等
）

の
増
進

３   

昭
和
42
年 

靖
国
神
社
へ
の
合
祀 

　
…
第
②
目
標
の
達
成

　

昭
和
37
年
に
「
動
員
学
徒
死
没
者
の
靖

国
神
社
へ
の
合
祀
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、昭

和
42
年
３
月
に
靖
国
神
社
へ
の
合
祀
が
実

施
さ
れ
た
。

４   

昭
和
44
年 

動
員
学
徒
に
対
す
る
叙
勲 

　
…
第
③
目
標
の
達
成

　

遺
族
や
学
徒
等
に
よ
る
粘
り
強
い
陳
情

活
動
が
実
り
、戦
没
動
員
学
徒
に
対
し
て
、

勲
記
と
勲
八
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
た
。

　

＊ 

昭
和
44
年
の
受
章
者
数　

４
月
26
日

２
、５
８
２
名
、　

６
月
28
日 

52
名

５   

昭
和
47
年
・
48
年 

学
徒
等
及
び
遺
族
へ
の
国
家
補
償

の
獲
得
…
第
①
目
標
の
達
成

　

遺
族
や
学
徒
等
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て

粘
り
強
く
献
身
的
な
陳
情
を
繰
り
返
し
た

結
果
、
よ
う
や
く
昭
和
47
年
に
動
員
学
徒

及
び
女
子
挺
身
隊
員
に
、
そ
し
て
昭
和
48

年
に
国
民
義
勇
隊
員
に
対
し
て
、
当
会
の

第
一
目
標
で
あ
る
軍
人
・
同
遺
族
に
対
す

る
も
の
と
同
等
の
国
家
補
償
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

６   

昭
和
50
年 

戦
後
三
十
年
記
念
追
悼
法
要
・ 

決
起
大
会

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
見
真
講
堂

に
お
い
て
、
当
会
の
名
誉
会
長
で
あ
っ
た

衆
議
院
議
員
灘
尾
弘
吉
氏
、
参
議
院
議
員

安
西
愛
子
氏
を
お
迎
え
し
て
、
会
員
総
決

起
大
会
を
開
催
し
た
。

　

会
場
は
立
錐
の
余
地
も
な
く
満
員
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
当
会
の
以
後
の
活
動
方

針
を
、「
法
的
根
拠
に
よ
る
組
織
体
に
よ

り
、
慰
霊
塔
の
護
持
及
び
動
員
学
徒
等
の

み
霊
の
永
代
供
養
を
懇
ろ
に
行
い
、
慰
霊

の
万
全
を
期
す
こ
と
。」
と
さ
れ
た
。

７  

会
の
形
態（
名
称
）の
変
遷

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
当
会
の

形
態
（
名
称
）
を
変
え
て
い
る
。

　

①
（ 

昭
和
32　

発
足
時
の
名
称
）　

広
島

県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会

　

②
（ 

昭
和
53
）　

財
団
法
人
広
島
県
動
員

学
徒
等
犠
牲
者
の
会

　

③ （
平
成
24
）　

一
般
財
団
法
人
広
島
県

動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会　

　
　

注
： 「
学
徒
等
」
と
は
、
学
徒
、
国
民

義
勇
隊
員
、
女
子
挺
身
隊
員
を

さ
す
。
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（参考） 広島県動員学徒等犠牲者の会の沿革（関連事項含む）
年月日 西暦 事　　　　項

昭和32年2月17日 1957 広島県庁正庁において、「広島県動員学徒犠牲者の会」発足

昭和32年8月6日 1957 第1回「原爆追悼式」を広島市内の施設を借り上げ挙行（以降毎年「原爆追悼式」
を挙行）

昭和32年9月14日 1957 広島県動員学徒犠牲者援護連絡協議会が結成された。

昭和32年10月16日 1957 動員学徒犠牲者援護全国協議会が開催された。（参議院第一会議室）

昭和34年1月1日 1959 準軍属に対する障害年金・遺族給与金  軍人軍属の5割支給決定

昭和34年4月28日 1959 財団法人動員学徒援護会が発足した。（全国協議会の事業継承）

昭和34年12月3日 1959 動員学徒犠牲者全国大会及び靖国神社での追悼式が挙行された。

昭和37年11月9日 1962 動員学徒死没者の靖国合祀決定

昭和41年10月1日 1966 準軍属への障害年金・遺族給与金  軍人軍属の7割支給決定

昭和42年3月 1967 動員学徒死没者が靖国神社へ合祀された

昭和42年7月15日 1967 動員学徒慰霊塔の建立（建設費約2,000万円  県市町村、高校、遺族、有志の
寄付など）

昭和43年1月10日 1968 「広島県動員学徒犠牲者の会」会員総決起大会を県庁にて開催

昭和43年3月25日 1968 最初の冊子①「動員学徒誌」を発行…死没者名簿掲載

昭和44年4月26日 1969 戦没動員学徒に対して、勲記と勲八等瑞宝章授与（受章者数2,582名  同年6
月28日に52名追加）

昭和45年10月1日 1970 準軍属への障害年金・遺族給与金…被徴用者等軍人軍属の8割支給  その他7
割支給（徴用者等…動員学徒、女子挺身隊員など その他…国民義勇隊員など）

昭和46年10月1日 1971 準軍属への障害年金・遺族給与金…被徴用者等軍人軍属の9割支給  その他8
割支給

昭和47年7月30日 1972 冊子②「動員学徒誌続編」を発行…追加の死没者名簿掲載

昭和47年10月1日 1972 障害年金・遺族給与金…被徴用者等軍人軍属の10割支給  その他9割支給

昭和48年10月1日 1973 障害年金・遺族給与金…全ての準軍属に対して軍人軍属の10割支給
【動員学徒犠牲者等に対する国家補償に関する目的を完全に達成】

昭和49年8月19日 1974 動員学徒全国会議が参議院会館にて開催された。

昭和50年4月7日 1975 全国動員学徒慰霊祭が靖国神社で開催された。（秩父宮妃殿下ご臨席）

昭和50年5月3日 1975 戦後30年記念追悼法要・決起大会の開催

昭和50年12月25日 1975 戦後30周年を記念して冊子③「戦後30年の歩み」を発行・・・改めて全員の死
没者名簿掲載

昭和53年4月20日 1978 財団法人「広島県動員学徒等犠牲者の会」と改称

平成7年10月31日 1995 被爆50周年を記念して冊子④「動員学徒誌」を発行

平成13年4月17日 2001 事務所を「広島市南区比治山本町12-2  広島県社会福祉会館内」に移設

平成19年1月31日 2007 冊子⑤「動員学徒  慟哭の証言」を発行

平成24年3月26日 2012 一般財団法人広島県動員学徒等犠牲者の会へ移行

平成25年5月 2013 会のホームページの開設

平成25年9月 2013 会のホームページの英語翻訳ページ作成

（2023.4.7研修会資料）
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私
は
職
場
の
尊
敬
す
る
大
先
輩
に
お
声

か
け
い
た
だ
き
、
令
和
４
年
６
月
よ
り
本

会
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

広
島
市
に
生
ま
れ
育
ち
、
原
爆
の
惨
禍

を
頭
で
は
知
り
な
が
ら
も
肌
身
に
は
感
じ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
然
の
よ
う
に
、

動
員
学
徒
等
の
犠
牲
に
つ
い
て
も
詳
し
く

は
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
５
年
４
月
７
日
開
催
の
研
修
会
に

参
加
し
て
、「
広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者

の
会
の
こ
れ
ま
で
」
を
学
習
す
る
こ
と
に

よ
り
本
会
の
歴
史
、
意
義
、
目
的
等
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
の
あ
の
日
、
広
島
の
空
の
下

で
大
人
子
供
を
問
わ
ず
無
差
別
に
大
勢
の

広
島
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
に
思
い

を
寄
せ
、
本
会
で
の
動
員
学
徒
等
犠
牲
者

へ
の
慰
霊
及
び
慰
霊
塔
の
護
持
活
動
を
通

じ
て
、
原
爆
被
爆
の
惨
禍
を
よ
り
多
く
の

人
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

私
も
被
爆
二
世
で
あ
り
、
本
会
発
足
の

翌
日
に
生
を
う
け
て
い
る
こ
と
、お
よ
び
、

退
職
後
に
ど
う
社
会
貢
献
し
て
い
こ
う
か

と
考
え
て
い
た
中
で
お
誘
い
が
あ
り
ま
し

た
こ
と
に
ご
縁
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
作
文
を
し
て
い
る
最
中

に
G7
サ
ミ
ッ
ト
が
広
島
で
開
催
さ
れ
、
核

大
国
の
他
国
侵
攻
に
よ
る
核
兵
器
使
用
の

恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
中
で
、
各
国
首

脳
及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
統
領
が
平
和
公

園
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
被
爆
地

広
島
の
意
義
と
広
島
市
民
の
使
命
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ロ
シ
マ
と
い
う
地
名
は
世
界
中
の
人

が
知
っ
て
い
ま
す
。被
爆
体
験
は
辛
く
、苦

し
く
、
悲
惨
な
話
で
あ
り
、
積
極
的
に
知

ろ
う
と
は
思
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
み

な
さ
ん
の
活
動
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
広

島
の
市
民
の
一
人
と
し
て
よ
り
主
体
的
に

犠
牲
者
の
慰
霊
活
動
、
被
爆
の
惨
状
の
周

知
に
取
り
組
み
、
会
の
活
動
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

清掃模様

清掃模様

清掃模様

読経模様

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会

研
修
会
に
参
加
し
て�

松
浦
　
猛
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１　

広
報
活
勣
の
実
施 

 

⑴
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
案
内

　

 　

会
報「
と
も
し
び
第
138
号
」の
送
付
に

合
わ
せ
追
悼
式
の
案
内
を
送
付
し
た
。

⑵
会
報
「
と
も
し
び
」
の
印
刷
・
配
布

　

・
令
和
５
年
６
月
30
日
付
け
第
138
号

 
９
４
０
部

　

・
令
和
５
年
11
月
30
日
付
け
第
139
号

 

９
１
０
部

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　

ア　

 

会
報
「
と
も
し
び
」
の
掲
載
第
138

号
、
第
139
号

　

イ　

 

５
年
度
ア
ク
セ
ス
数
１
、２
０
５
件

（
４
年
度
ア
ク
セ
ス
数
１
、１
５
１
件
）

⑷
「
慟
哭
の
証
言
」等
を
関
係
機
関
等
に
配
布

　

 　

慰
霊
塔
に
千
羽
鶴
を
献
納
し
て
い
た

だ
い
た
団
体
等
（
小
学
校
等
）
へ 

冊
子

「
働
哭
の
証
言
」
等
を
送
付
し
た
。

　

送
付
数
：
４
件
（
昨
年
度
４
件
）

⑸
慰
霊
塔
説
明
チ
ラ
シ
の
設
置
・
配
布

　

 　

慰
霊
塔
の
説
明
チ
ラ
シ
を
常
時
設
置

し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
参
拝
者
に
配
付

す
る
な
ど
、
理
解
の
一
助
と
し
た
。　

（
３
万
部
配
布
）

⑹ 

動
員
学
徒
等
の
顕
彰
と
会
の
設
立
趣
旨

の
広
報

　

 　

慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し
て
、

随
時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原
爆
、
空
襲
、

動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

２　

第
67
回
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
挙
行

　

日　
　

時　

 

令
和
５
年
８
月
６
日（
日
）

午
前
８
時
15
分
か
ら

　

場　
　

所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

　

実 

施
内
容　

祭
壇
・
テ
ン
ト
を
設
置
し
、

原
爆
投
下
時
刻
に
参
列
者
全
員
に
よ

る
黙
祷
を
実
施
し
た
。

　
　

 　

黙
祷
の
の
ち
、
式
辞
・
来
賓
の
追

悼
の
言
葉
・
学
校
代
表
の
追
悼
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
　

 　

そ
の
後
、
来
賓
の
献
花
を
い
た
だ

い
た
。

　
　

 　

ま
た
、
死
没
者
名
簿
の
閲
覧
対
応

を
行
っ
た
。
閲
覧
希
望
者
数
は
26
件

で
あ
っ
た
。　

（
昨
年
度
13
件
）

３　
 

動
員
学
徒
慰
霊
塔
周
辺
の
清
掃
・
供

花
・
英
霊
供
養

月　

日

参
加
者
数
供
養
会（
西
向
寺
）

４
月
７
日

20
人

○

４
月
19
日

10
人

４
月
26
日

16
人

５
月
10
日

21
人

○

５
月
26
日

18
人

６
月
７
日

19
人

○

６
月
21
日

17
人

７
月
６
日

18
人

○

７
月
20
日

20
人

８
月
５
日

21
人

○

８
月
21
日

15
人

９
月
6
日

16
人

○

９
月
21
日

11
人

10
月
６
日

18
人

○

10
月
19
日

17
人

11
月
９
日

19
人

○

12
月
７
日

18
人

○

12
月
20
日

22
人

１
月
10
日

16
人

−

２
月
７
日

15
人

−

３
月
６
日

19
人

○

３
月
21
日

21
人

合
計
22
回
延
387
人
参
加
（
昨
年
度
412
人
）

４　

役
員
会
等
の
開
催

開
催
日

内　

容

5
・
4
・
19

監
事
会

令
和
４
年
度
決
算
関
係
監
査

5
・
5
・
10

理
事
会

議 

案
第
１
号　

令
和
４
年
度
事

業
報
告
に
関
す
る
件

議 

案
第
２
号　

令
和
４
年
度
決

算
の
承
認
に
関
す
る
件

議 

案
第
３
号　

定
時
評
議
員
会

の
招
集
の
決
定
に
関
す
る
件

5
・
5
・
26

定
時
評
議
員
会

議 

案
第
１
号　

令
和
４
年
度
事

業
報
告
に
関
す
る
件

議 

案
第
２
号　

令
和
４
年
度
決

算
の
承
認
に
関
す
る
件

5
・
7
・
9

理
事
会

原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
実
施
打

合
せ

6
・
3
・
21

理
事
会
・
評
議
員
会

議 

案
第
１
号　

令
和
５
年
度
収

支
予
算
の
補
正
に
関
す
る
件

議 

案
第
２
号　

令
和
６
年
度
事

業
計
画
に
関
す
る
件

議 

案
第
３
号　

令
和
６
年
度
収

支
予
算
に
関
す
る
件

議 

案
第
４
号　

永
年
勤
続
表
彰

に
つ
い
て

５　

研
修
会
の
実
施

　

 　

第
1
回　

令
和
5
年
4
月
7
日
に
開

催
。
本
会
の
成
り
立
ち
・
歴
史
を
学
ん

だ
。

　

 　

第
2
回　

令
和
5
年
12
月
20
日
に
開

催
。
平
和
記
念
公
園
・
平
和
大
通
り
の

成
り
立
ち
・
歴
史
を
学
ん
だ
。

　

 　

ま
た
，
平
和
記
念
公
園
内
周
辺
の
慰

霊
碑
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

６　

そ
の
他

⑴ 

慰
霊
塔
の
修
繕
及
び
周
辺
の
慰
霊
環
境

整
備

年
月

工
事
名

工
事
内
容

備
考

４
月

法
面
補
修

法
面
植
栽
の

補
修

⑵
会
員
数

　

令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
681
名

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 第140号（ 7 ）令和６年６月30日

令和5年４月１日から令和6年３月31日まで

令和5年度　収支決算書

科目 当年度A 前年度B 増減A-B 増減理由

Ⅰ　経常利益.経常費用

1　経常増減の部

(1)経常収益

事業収益

追悼式典事業収益 246,500 266,000 △ 19,500

受取補助金等

地方公共団体補助金 433,000 365,000 68,000

受取寄付金

受取寄付金 168,000 171,000 △ 3,000

雑収益

受取利息 27,947 27,800 147

雑収益 864,285 738,724 125,561

経常収益計 1,739,732 1,568,524 171,208

(2)経常費用

事業費

会議費 0 0 0

旅費交通費 235,790 252,900 △ 17,110

通信運搬費 199,362 204,850 △ 5,488

消耗品費 154,000 154,611 △ 611

修繕費 0 0 0

印刷製本費 278,650 237,025 41,625

光熱水費 42,870 38,584 4,286

保険料 17,000 17,000 0

委託費 272,920 214,760 58,160

賃借料 0 0 0

諸謝金 560,000 800,000 △ 240,000

支払負担金 120,000 120,000 0

雑費 166,065 139,000 27,065

事業費計 2,046,657 2,178,730 △ 132,073

管理費

会議費 0 0 0

旅費交通費 118,000 151,000 △ 33,000

通信運搬費 83,029 76,405 6,624

消耗品費 16,099 1,922 14,177

印刷製本費 11,317 4,090 7,227

光熱水費 0 0 0

賃借料 8,800 0 8,800

諸謝金 160,000 160,000 0

公租公課 21,000 21,000 0

支払負担金 338,834 299,984 38,850

雑費 304,726 53,680 251,046

管理費計 1,061,805 768,081 293,724

経常費用計 3,108,462 2,946,811 161,651

(3)当期経常増減額 △ 1,368,730 △ 1,378,287 9,557

(単位:円)



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 （ 8 ）令和６年６月30日第140号

あ

と

が

き

　

観
光
庁
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
広
島
を
訪
れ
た
外
国

人
宿
泊
数
は
約
129
万
人
と
前
年
の
9
倍
と
な
り
、
月
別

に
は
、
11
月
、
12
月
、
2
月
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の2

0
1
9

年
の
30
％
か
ら
40
％
増
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
円
安
に
加
え
広
島
は
特
に

サ
ミ
ッ
ト
効
果
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
を
訪
れ
る
外
国
人
も
、
最
近
と
み

に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
原
爆
ド
ー
ム
、
平

和
記
念
公
園
を
観
光
コ
ー
ス
と
す
る
国
内
外
の
旅
行

者
の
多
く
が
、
原
爆
ド
ー
ム
の
南
隣
り
と
い
う
好
立
地

も
あ
り
、
わ
が
慰
霊
塔
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
は
、
朝
早
く
か
ら
の
外
国

人
の
団
体
客
の
訪
れ
が
一
層
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
有
志
に
よ
る
清
掃
・
供
花
を
月
1
・
2
回

継
続
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
慰
霊
塔
前
で
ガ
イ
ド
の
説

明
を
受
け
る
団
体
客
の
た
め
に
、
清
掃
を
一
時
止
め

て
、
英
語
版
の
説
明
チ
ラ
シ
の
交
付
に
努
め
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

来
広
外
国
人
の
増
加
は
、
経
済
効
果
を
期
待
す
る
面

に
お
い
て
は
誠
に
喜
ば
し
い
事
象
で
す
が
、
平
和
記
念

公
園
内
の
原
爆
ド
ー
ム
、
慰
霊
塔
な
ど
の
多
く
の
慰
霊

碑
は
、
旅
行
中
の
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
笑
顔
で
写
真

撮
影
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
参
拝
し
慰
霊
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
え
て
い
な
い
の
で
は
と
、
残
念
に

思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
（
本
地
）

　

５
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
評
議
員

会
・
理
事
会
に
お
い
て
新
た
な
役
員
等
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

長　

本
地　

正
治

副
理
事
長　

谷
口　

了
子

評

議

員　

渡　

美
津
子　

寺
田　

博

　
　
　
　
　

村
輿
久
美
子　

寺
前　

宏
晃

　
　
　
　
　

国
元　

洋
子　

小
川
九
人
雄

　
　
　
　
　

渡
邊　

猛　
　

安
達　

正
恵

　
　
　
　
　

松
浦　

猛

理　
　

事　

井
上　

公
夫　

松
浦　

輝
紀

　
　
　
　
　

徳
田　

由
子　

武
田
實
智
恵

　
　
　
　
　

早
稲
田
良
子　

辻　

靖
司

　
　
　
　
　

三
木　

島
彦　

津
田
久
美
子

監　
　

事　

中
尾　

俊
男　

久
村　

和
夫

相

談

役　

寺
前　

妙
子　

村
中　

和
子

令和6年度　行事予定表
一般財団法人広島県動員学徒等犠牲者の会

年 月 日 曜 清掃後読経 月 日 曜 清掃（行事がないときは解散）

令
和
６
年

4
11 木

4
19 金 監事会（西向寺）

26 金

5 9 木 理事会(西向寺) 
(令和5年度事業報告・決算の承認) 5 24 金 定時評議員会(西向寺) (令和5年度

事業報告・決算の承認)

6 6 木 6 20 木

7 11 木 追悼式打ち合せ会（役割分担等） 
会報「ともしび」封筒入れ（西向寺） 7 22 月

8
5 月 供養会

8 22 木
6 火 第68回原爆死没者追悼式

9 5 木 追悼式反省会(西向寺) 9 19 木

10 7 月 10 17 木 研修会(西向寺)

11 7 木

12 5 木 会報ともしび封筒入れ（西向寺） 12 19 木 懇親会

令
和
７
年

1 9 木

2 6 木

3 6 木 3 24 月 理事会･臨時評議員会(西向寺) (令
和7年度事業計画・予算承認)

注１　慰霊塔付近の清掃は，午前９時30分からです。雨天の場合も実施します。
　２　左欄は、慰霊塔付近の清掃後「西向寺」で読経。
　　　右欄は、行事がないときは清掃後解散。
　　　なお、「西向寺」様の都合によって，日程変更する場合があります。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
令
和
６
年
５
月
ま

で
に
、
次
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石　

田　

英　

雄  

様

ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
は
、
左
記
の
口
座

へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

振
替
口
座　

０
１
３
０
０

−

６

−

８
８
５
８

　

一
般
財
団
法
人 

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会

ご
寄
付
お
礼

理
事
・
評
議
員
及
び
監
事
の
改
選

役員一同（令和6年5月24日撮影）


